様式第２号
借　地　権　以　外　の　権　利　の　申　告　書

令和　　年　　月　　日
	権　利　者
	住　　所
	〒


	
	生年月日
	　明治　大正　昭和　平成　令和　　　年　　月　　日　　

	
	電話番号
	－　　　　－
―
	職　業
	

	
	氏 (ふり)　　名 (がな)
	実印　　

	土地所有者
・
申告に係る権利の目的である権利所有者
	住　　所
	〒


	
	生年月日
	　明治　大正　昭和　平成　令和　　　年　　月　　日　

	
	電話番号
	－　　　　－
―
	職　業
	

	
	氏 (ふり)　　名 (がな)
	実印　　


（あて先）
　松戸都市計画事業　新松戸駅東側地区土地区画整理事業
　施行者　松戸市
　代表者　松戸市長　本郷谷　健次

次表の土地の　全部　・　一部　　　　　　　　　平方メートルについて、下記の内容の
　　　　　　　権を有することを申告します。
	令和　　年　　月　　日　土地登記事項証明書登記事項

	字　　　名
	
	地　　　番
	

	地　　　目
	
	地　　　積
	　　　　　　．　　　㎡

	所有者住所
	

	所有者氏名
	

	記　　　事
	

	記

	地　　　番
	
	権利対象地積
	　　　　　　．　　　㎡

	設定年月日
	　　　　　　　年　　月　　日



【添付書類】印鑑登録証明書、土地全部事項証明書、権利を証する書類（契約書写し等）

（備　考）
[bookmark: _GoBack]１．「土地所有者」又は「申告に係る権利の目的である権利所有者」のいずれか該当する方に○をつけてください。
２．「土地所有者・申告に係る権利の目的である権利所有者」の連署が得られず、権利を証する書面を添えて申告する場合においては、「土地所有者・申告に係る権利の目的である権利所有者」欄は記載しないでください。
３．「権利者」又は「土地所有者・申告に係る権利の目的である権利所有者」が法人である場合には、「住所」「氏名」欄には法人の主たる事務所の所在地及び名称を記載し、「生年月日」「職業」欄は記載しないでください。
４．土地が法第１００条の２の規定による施行者が管理する宅地又はその部分である場合は、土地登記簿記載事項の表中「記事」欄にその旨を記載し、同表中「記事」欄以外の欄には記載しないでください。

	権利部分の図面

	





















（権利部分の図面　記入上の注意点）
１．申告に係る権利が１筆の土地の全部のときは、図面は不要です。
２．申告に係る権利が１筆の土地の一部であるときは、その権利の目的となっている部分を明らかにするために図面に次の事項を記載してください。
（１）権利の目的となっている土地の１筆全部と、これに接する道路、水路等
（２）権利の目的となっている部分の周囲の長さと筆界からの距離
（３）権利の目的となっている部分に建物、工作物等があるときはその位置及び形状
（４）方位
３．申告に係る権利が２筆以上の土地にまたがるときは、筆ごとに借地権の目的となっている部分の周囲の長さと筆界からの距離を記載してください。

（記載例）
[image: ]　[image: ]
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